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＜患者様連絡事項＞

・中村　マス様～６月中に介護保険の方が調査にくる予定となっていますが、詳しい日時については、未定です。決まり次第、こちらに電話連絡がくる予定となっています。調査中はスタッフに同伴して欲しいとの事でした。

· 佐藤　昌宏様～5/28（月）10:00～5/30（水）16：00まで外泊となっていますが、定期

　　処方と重なる為、本日、薬局より定期分の服薬を処方して頂いています。臨時薬ボックスにいれてありますので、服薬準備時は、確認しミスのないように気を付けましょう。

· 木村　誠様～本日の昼食前血糖が425mg／dlありますが、不調の訴えはありません。

　　　その旨、主治医に報告し明朝よりヒューマカート３/７注を14単位→15単位へ変更との指示出ています。

· 畑中　成夫様～「赤い紙袋がなくなった」と突然女性患者様の部屋へ入ることあります。

スタッフ介入し指導要していますが、今後もトラブル等のないように気を付けていきましょう。また、排便が７日間ないとの事ですが、「苦しくなったら自分でいう」と話しています。腹部状態の観察や水分補給など促し、排便状態の観察をしていきしょう。

・木村　格治様～本日で、歯科受診終了となっています。

＜患者様（佐々木　康子様）との関わり方について＞

「生きていくのに疲れた」「今日で命を終わりにします」などの希死的発言も聞かれてお

り、恐怖感・不安感が継続して見られています。
· 風穴チエ様の件があり緊迫・切迫しているのは、スタッフ側ではないか？

· 「いつかは自傷行為等してしまうだろう」という思いがあり、態度や言葉でプレッシャーを与えていなかったか？

· 安全という環境を提供できていたか？

＊特に夕暮れ時や明け方は、注意し観察が必要である。

現在、看護側ではスタッフが付き添い不安を和らげていた。

（恐怖感・不安感の有無の確認、訴えの傾聴。所在の確認・こまめな巡回）

（現在の状態）　　　　　　　　　　↓

・「時々、話をしに来て欲しい」…思っている事とは裏腹に言葉が出ていたのかもしれない。

・「何もしたくない」…東病棟に行けば洗濯もしなくていいから楽だという気持ちもあるが、東病棟に行きたくないという気持ちもある。

· ベッド上に居ても落ち着かないと話し、考え方もマイナス思考とばかりなっており、プラス思考の発言は一切ない。

＜退院療養検討会議＞

木村　誠様（49）　アルコール依存症　　合併症：アルコール性肝硬変、糖尿病

入院　H19.4.2　　退院　H19.6.2　　初外来　未定

社会資源：自立支援医療、障害者年金申請予定

依存症プログラム：身体状態については「弱くなってきている」と自身が感じている為、

認識はある。プログラムは、積極的に取り組む事できているが、具体

的な生活設計ができない。疾病への理解は、深める事出来ている。

社会生活上の問題点：再飲酒の危険性があり、今後趣味の場を提供して行く必要がある。

また、本人は働きたいという希望が強くあるが、本人の身体状態では困難が予想される。障害者年金受給を検討しているが、年金受給について、本人がどれだけ受容できるかが懸念される。

＜Dr猪股診察状況＞

蛯名　勝幸様～皮膚科受診の為、5/29　9：30～12：00までの外出願が出されていましたが、主治医より許可が出ています。精神症状が落ち着いている為、青山荘入所の方向予定となっています｡PSW下平へはその旨情報提供しており、日時について検討中となっています。決定次第、各部署へ連絡する予定とし、また、スタッフ間の情報提供の為、ミニカンファレンスを実施するようにとの指示でています。
